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＝ どの様に生かすか ＝
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栽培管理システム（MAP）

栽培管理システムのMAPで圃場番号、
位置や地形、作付品種などが一目でわ
かる。

データ管理者だけでなく、作業員もスマー
トフォンのアプリから作業記録や現場の写
真を入力することができる。

スマートフォンのGPSにより、自分の位置
が把握できるため、作業指示が出された
圃場を間違えることがない。



栽培管理システム（カレンダー）

カレンダーで作業記録を入力するだけでなく、「予定」を事前に入力することで作業指示書として活用できる。作業終了後に「予定」
を「実績」に変更することで作業記録データとなる。

特に田植えや防除の場合、肥料や農薬の種類や量、希釈倍率も記録として残すことができ、食味や収量の分析に活用できる。

栽培管理システム（活用事例）

 圃場の補修工事をした場合や、リスクポイントを発見した場合
には、右記のように写真も作業記録として残す。

 またトラクターやコンバイン、乾燥調製、精米所の機械の修理
や点検も作業記録として残すことで、J-GAPの定期点検ルー
ルもクリアできる。



栽培管理システム（圃場単位記録）

作業ごとの記録を入力することで、圃場単位の記録が時系列で把握することができる。

栽培管理システム（技術区分単位記録）

作業ごとの記録を入力することで、技術区分単位で作業時期や作業時間が把握することができる。
※ 技術区分:品種×作付方法



収穫時の業務フロー（トレーサビリティ）
収穫し乾燥調製したお米がどの圃場からきたものかがわかるように管理する。

できるかぎり圃場単位で乾燥調製ができるように配慮するが、小さな圃場の
場合は複数の圃場で1ロットとなることもある。

収穫時の管理帳票類
以下の資料は前ページの業務フローに関する帳票類。

搬入カードと乾燥カードを基に玄米のロット番号と登録番号を付与していく。



食味と整粒検査

品種・圃場別反収計算

 ロット、登録番号を基に品種および圃場別の収量を計算する。また、整粒と食味も数値として記録している。



技術区分単位の平均収量と食味スコア

前ページのデータを基に技術区分ごとの平均収量と食味スコアの平均値を算出

これからどの様に活用するのか

1. 栽培管理システムを活用して作業記録を明確に残す

2. リスク管理とトレーサビリティに関する共通認識をもった業務を行う

3. 収量や食味スコアといったデータを次年度以降の作付計画や施肥設計に活かす

4. データのみでは読み取れない作業ミスや修繕費などによる収支への影響を分析する

5. これからの数年間でのデータの蓄積により地域農業発展の礎となる


